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スポーツクライミング東京五輪追加種目正式決定

　８月３日（日本時間８月４日午前５時）、ブラジル

のリオデジャネイロで開催された第 １２９ 回ＩＯＣ総会

で、東京 ２０２０ オリンピックの追加競技種目に提案さ

れていたスポーツクライミング、野球・ソフトボール、

空手、スケートボード、サーフィンの５競技１８種目（選

手総数 ４７４ 人）が一括承認された。

　今回の選定に至る経緯は、以下の通りである。

　２０１４ 年 １２ 月にモナコで開催されたＩＯＣ臨時総会

で、中長期改革「オリンピックアジェンダ ２０２０」を満

場一致で採択。その中で五輪開催都市が複数競技種目

を提案することが認められた。

　東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委

員会では、翌年５月、３３ の非五輪競技団体に応募用紙

を発送し、同年６月、応募のあった ２６ 競技から８競技

に候補が絞られた。そして８月に国際スポーツクライ

ミング連盟（ＩＦＳＣ）と日山協は組織委員会にプレ

ゼンテーションを行い、９月 ２８ 日に組織委員会は、前

記５競技 １８ 種目を１パッケージとしてＩＯＣに提案

することを発表した。ＩＯＣは今年６月の理事会でこ

の提案を承認し、今回の総会決議となった。 

　今回正式決定されたスポーツクライミング競技は、

メダルの数（種目）は、男子・女子各１の計２種目。選

手数は、男子・女子各 ２０ 人の計 ４０ 人。競技の内容は、

リード、ボルダリング、スピードの３種目複合。順位

は３つの合計ポイントで確定すると思われる。詳しい

競技フォーマット等は、未だＩＦＳＣから提示されて

いない。

　ＩＯＣ総会では、追加競技の開催会場についても提

案され、スポーツクライミングの開催候補地は、お台

場の江東区青海地区とされた。最終決定は、１２ 月のＩ

ＯＣ理事会承認となる。

　ＩＯＣ総会で全会一致の承認を見守ったＩＦＳＣの

マルコ・スコラリス会長は、「スポーツクライミング

が東京 ２０２０ オリンピックに参加できることを大変う

れしく思います。オリンピックは長きに亘る私たちの

夢であり、これまでの努力が報われました。スポーツ

クライミングに素晴らしい機会を与えて下さったＩＯ

Ｃに感謝致します。」と語った。

　また、スコラリス会長は、「私たちはこの素晴らしい

登攀の最後のホールドにたどり着きましたが、またさ

らなる壁が私たちを待ち受けています。私たちのチー

ムはスポーツクライミングをオリンピックに相応しい

ものに準備すべく、ＩＯＣと共にこの４年間努力を続

けて参ります。」と締めくくった。

　日山協では、この正式発表受けて８月４日 １０ 時か

ら岸記念体育会館のスポーツマンクラブで記者会見を

開催。会場には 29 社 ６1 名の報道陣が取材された。

　会見には、選手会長の杉本怜、代表選手の藤井快、

野中生萌の各選手が出席し、報道陣からオリンピック

にかける抱負などの質問が相次いだ。

　会見席上、八木原圀明会長は、「東京２０２０オリンピッ

クの追加競技種目として決定されましたことは、この

上もない喜びであり、大変光栄なことであります。こ

れは、ここ数年のスポーツクライミングの途方もない

隆盛が認められたことと思っております。今後一層、

スポーツクライミングの魅力を多くの国民の皆様に

お伝えし、理解を深めて頂けるよう尽力してまいりま

す。そして、メダル獲得に向けて協会を挙げて選手強

化や環境整備に取り組んで参ります。」と挨拶。

� （記　尾形好雄）
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平成２８年度全国山岳遭難対策協議会開催される
　平成２８年度全国山岳遭難対策協議会が７月８日（金）

に国立オリンピック記念青少年総合センターで開催さ

れ、例年通り、全国から警察、消防、山岳関係者等約２５０

名が参加した。

　主催者を代表してスポーツ庁木村哲也審議官の挨拶

のあと、日程に沿って進められた。

　報告１は、「平成２７年中における山岳遭難の概況」が

警察庁の竹村史嗣地域課長補佐より報告された。平成

２７ 年度の発生件数は２，５０８ 件（前年対比＋２１５ 件）、遭

難者数は３，０４３ 人（前年対比＋２４９ 人）、死者・行方不

明者 ３３５ 人（前年対比＋２４）と、いずれも昭和 ３６ 年以

降で最多となった。６０ 歳以上の中高年者の発生状況

は遭難者数で全体の４６．０％、死者・不明者は５７．６％

と傾向通り高い比率で、様態別では　道迷い１，２０２ 人

（３９．５％）、滑落５０１人（１６．５％）、転倒 ４６７ 人（１５．３％）

となっている。発生件数は増加しているが無事救出も

１，５５７ 人（５１．２％、前年対比＋１１５ 人）と増加している

点が特徴である。

　報告２は、「山岳救助活動の高度化等について」と題

して消防庁の新村満弘国民保護・防災部参事官補佐が

報告された。御嶽山噴火災害を踏まえた山岳救助活動

の高度化等を中心に報告がなされた。

　講演１は、「山岳救助活動と医療の連携について」と

題して国際山岳医の大城和恵氏が、山岳救助活動への

医療のかかわりについて話された。遭難現場に医療を

持ち込むことが必ずしも救命率の向上に繋がるわけで

はなく、現場で医療に時間をとるより早く医療施設に運

んだ方が良い場合もある。その判断を間違えないように

する必要がある。登山そのものが昔の登山と変わってき

ているので、遭難事故を減らすには自治体と登山者が

一緒にルールを築く必要があるという時宜を得た話で

あった。

　講演２は、「長野県登山安全条例の目指すもの」と題

して長野県観光部山岳高原課の井原聖氏が報告された。

長野県登山条例が登山者に登山届の責務を負わせるだ

けでなく行政や関係団体の役割を明確にし、登山道のグ

レーディングと登山を安全に楽しむためのガイドライ

ンを示すなど行政と登山者の新しいルールとマナーを

築き上げ遭難事故を減らす長野県の取り組みを話され

た。続いて「山岳グレーディングと一般登山者の遭難対

策」と題したパネルディスカッションが行われた。パネ

リストは国際山岳医の大城和恵氏、長野県山岳総合セ

ンター杉田浩康氏、警察庁竹村史嗣氏、消防庁新村満弘

氏。

　モデレーターは国立登山研修所アドバイザーの渡邉

雄二氏。山岳グレーディングで遭難事故は減らせるかと

いうテーマで議論された。グレーディングだけでは遭難

事故は減らせない。いわば長野モデルのような登山倫

理が全国に展開される必要がある。質問も相次ぎ関心

の高さが窺えた。

　会場では専門的なレスキュー用具のほかにさまざま

な登山用具や関連機器の展示も行われたが、長野で試

みられているコンパス、ヤマレコの活用のように展示さ

れた位置情報発信機、探知機などがうまく組み込まれ、

これらの情報をいかに減遭難に活用していくかが登山

界の課題であることを感じた。

　最後に「山岳遭難事故防止のために」というアピール

を採択し、八木原日山協会長の挨拶で閉会した。

� （遭難対策委員長　西内　博）

（提言）�登山者は山岳遭難事故防止のために次の
　　　ことに努める

〇�登山の第一歩は、目的とする山をよく理解することか

らはじまります。地図を基本にガイドブックや現地等

から事前に山岳情報を調べること。

〇�登山計画書を作成して、パーティー全員がその山をよ

く理解するとともに、体力と経験に応じた無理のない

計画であるかよく検討する。

〇�登山計画書を家族や職場に知らせるとともに、登山届

の提出が義務化されている山域もあるので、各都道府

県の提出先や登山口の登山届ポスト等に必ず提出す

ること。

〇�単独登山はやめて仲間と登り、ツエルトや救急用品、

非常食を必ず携行して、ゆとりある行動を心がけて、
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安全に登山を行うこと。

〇�山の事故は自己責任であることをよく考えて、山岳保

険には必ず加入すること。

〇�危急時に確実に連絡を取れる手段を確保するために、

無線機、携帯電話等の通信機器を持参して登山を行

うこと。

〇�登山に出発する前に目的とする山域の最新の気象情

報・火山情報等を入手して、現地の状況を把握する

こと。

〇�登山中は常にパーティー全員の体調や疲労に注意を

払い、コースの状況・気象条件等に応じて下山するな

どの冷静な判断を行い、山岳遭難事故を絶対に起こ

さない心構えで行動すること。

（提言）�関係者は山岳遭難事故防止に向けて次の
　　　ことに努める

〇�登山計画書の提出を奨励し、計画的で安全な登山の

普及に努める。

〇�登山道、道標、トイレなどの整備とその適切な管理に

努める。

〇�今後設置する道標及び案内標示の様式、表記方法等

について、可能な限り統一に努める。

〇�詳細な山岳情報と気象情報の提供に努める。

〇�中高年登山者やツアー登山参加者の安全確保に努め

る。

平成２８年度遭難対策委員研修会兼総会を開催

　遭難対策委員会の平成２８年度の研修会と総会が埼玉

岳連の協力で平成２８年６月２５日から２６日にかけて埼玉

県県民活動総合センターで開催された。２５日は研修会

で全体進行は石田常任委員が行った。最初に元長野県

山岳高原課の原一樹さんから「山のグレーディングにつ

いて」の講演があった。山のグレーディングは長野県が

提唱し、山梨、新潟、岐阜に展開されている。この制定

の中心となった原さんに制定の経緯を話していただい

た。現在ではヤマレコとも連携しピッチグレードの地形

情報の提供も開始されているとのことである。講演後、

３班に分かれ、「山のグレーディンについて」というテー

マで議論した。あるグループの討議内容：山のグレー

ディングの評価は２つのグループに分かれた。（１）積極

的に受け入れようとするグループ意見（・全国統一比較

が可能となり、様々な登山道を知るうえで、良い目安と

なる。・事故防止の観点からグレーディングは優れてい

る・長崎でも独自グレーディングを検討中・山は自己

責任、そのためにグレーディングを生かす・学校教育に

グレーディングが生かされる・性善説に立つことによっ

て生かされる）（２）まだ、十分に検討されていないと考

えるグループ意見（・山のグレーディングを全国統一的

にまとめるのは難しい・より地域性に配慮したグレー

ディングが望まれる・道迷いをグレーディングの評価

項目とするのは無理がある・全国を目指すなら、グレー

ディングの評価員の能力を統一すべき・小さな岳連で

は評価員の確保が難しい・グレーディングされた登山

道で事故が発生した場合、その責任の所在はどこにある

のか・全山遭での検討時間短い・グレーディングの善

し悪しは、使う側に問題がある・教育に使うには先生の

レベルが低すぎる・性悪説に立つことによって、問題が

多い）などの意見がでた。登山部としてはグレーディン

グ単体では事故は減らせない。長野が登山条例とセット

で進めているように登山者、行政、山岳団体などの責務

と役割の共通認識のもとにルールとマナーを守り、登山

者に必要な教育を提供していくことが必要と考えてい

ます。研修会終了後、懇親会が行われた。

　総会は２６日に行われ石田常任委員が全体進行を行っ

た。亀山日本山岳協会副会長の挨拶で開会し、西内委員

長から平成２７年度事業報告、平成２８年度事業計画の説

明があった。引き続き青山副委員長から山岳事故調査

報告、登山倫理シンポジウム報告、ＵＩＡＡ登山委員会

報告などが行われた。また、清水委員から指導・遭対共

同で進めている夏山リーダー講習および資格の進行状

況について報告があり、町田委員から指導・遭対合同研

修会について報告があった。

　非常に盛りだくさんなテーマで十分討議しきれなか

た部分もあるが、グレーディングが制定され、登山条例

が制定されている状況下にあって、現在進めている一般

登山者の教育、登山倫理の検討、位置情報の発信と捜索

などは時代が求めているものであることを確認できた

とても有意義な研修会、総会となった。

原一樹氏の講演
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【総会出席者】　亀山健太郎（副会長）、西内博、町田幸

男、青山千彰、永井伸幸、渡部逸郎、瀬藤武、蛭田伸一、

松本善行、林満、松本光顕、中丸忠男、清水学、下越田功、

近藤孝久、大沼正博、森裕紀子、石田英行、一本松文夫、

（以上常任委員）盛合敏男（岩手）神垣聖子（群馬）須賀

邦雄（千葉）中澤弘雄（山梨）村田健治（長野）、永井武

司（石川）高橋優（愛知）小古真也（三重）廣瀬修二（岐阜）

竹村喜一郎（滋賀）稲葉博則（大阪）神庭進（鳥取）江本

正彦（山口）平野晋一（香川）多田昭弘（徳島）戸高和成（福

岡）渡邉利博（長崎）佐藤敏雄（熊本）大城満春（沖縄）（以

上委員）石倉昭一（埼玉岳連）

� （遭難対策委員長　西内　博）

日本山岳ＳＡＲ研究機構総会報告

　第９回日本山岳ＳＡＲ研究機構（通称ＳＡＲ）総会が

平成２８年７月１０日（日）、神戸登山研修所で開催された。

　ここでは、平成２７ 年度事業報告と、平成２８ 年度事業

計画について報告する。

　平成 ２７ 年度事業報告での、主な内容は、登山倫理シ

ンポジウムの開催、ＵＩＡＡ登山委員会、警察事故統計

の分析、山岳３団体による事故データベースの構築と運

用法の検討等、他５点であった。

⑴登山倫理シンポジウム開催　

　当シンポは日本山岳ＳＡＲ研究機構が主催し、公益社

団法人日本山岳協会、日本勤労者山岳連盟の共催、日本

山岳文化学会の協賛で開催された。日時は２０１６ 年５月

２２日、場所は、国立オリンピック青少年センターの国際

会議棟のミーティングホールであった。

　当シンポの目的は、まず、ＵＩＡＡの「登山倫理宣言」

で扱われる〝Mountain Ethics〟の翻訳から生まれてきた

「登山倫理」と呼ばれる用語ならびにその考え方の普及

にあった。更に現在直面する様々な登山倫理問題につ

いて討議し、我が国にみあった倫理規範作りの下地を作

ることにあった。

　シンポの内容は４部門、８人により発表があった。な

お、１人はＵＩＡＡの登山倫理ＷＧのPhil Wicken氏で

ある。［１］ 登山倫理の基礎（登山者のモラルならびに、

リーダーのあり方）［２］アクセスならびに登山道関連問

題（入山料、登山届け、入山権利、登山道のグレイディ

ング），　［３］ 自然保護　（入山域の制限やオーバーユー

ス、トイレ問題）［４］ 登山技術（残置支点、酸素使用）、

その他である。残置支点については、今日的な話題だけ

に、活発な議論がなされた。

⑵警察庁の事故統計分析結果終に
　事故統計では、右肩上がりの遭難者総数が終に３０４６

人になった事が注目されたが、世代別事故分布曲線にお

いて、終に、「６０世代」と「７０歳以上の世代」が等しくなっ

た事が明らかとなった。早ければ，来年から逆転して「７０

歳以上の世代」がピークとなると予想され、世界に類を

見ないパターンで、高齢登山者時代を如実に示すもの

である。既に、パターンを主に形成する登山団塊世代（Ｓ

１５年−３０年生まれ）の先頭部が後期高齢者（７５歳以上）

に達しており、今後５年程度で、山岳遭難の傾向が大き

く変わる過渡期に入ったと予測している。

⑶�山岳３団体による事故データベースの構築と運用法
検討

　日山協、労山、ｊＲＯの３団体による事故データは新

たに２４７人が登録され、合計２７９１人となった。事故デー

タベースは、主な質問項目１４４に対し、５３５の関連因子

によって構成され、EXCELで１９０万セルの情報となって

る。

　そこで、遭難対策関係者、研究者、安全登山指導者な

どを対象に、特定の事故要因をキーワード（ＫＷ）とし

て、関連した事故を検索・抽出し利用者へ提供するシス

テム「事故情報要覧２７９１」を完成させた。要覧は１３の大

項目に分けられたデータ項目表に基づき、必要なＫＷを

入力することで、個々のＫＷ関連事故者の事故情報を取

り出すものである。

　既に、３岳連（大阪、兵庫、群馬）には、県内で起こっ

た事故、ならびに県外で発生した該当県人による事故に

ついて、それぞれの岳連で分析を始めている。また、「懸

垂下降」、「雪崩」など、上記ＫＷによる分析も始まって

いる。

　個人情報に配慮し、情報提供は上記関係者に限られ

る。遭難対策活動、安全登山指導は事故データベースか

らの解析結果を担保として実施されるべきであり、今回

のシステム提供により遭対活動への実戦配備についた

と考える。

⑷その他事項
　①兵庫県山の遭難対策協議会における「世界の登山
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倫理を考える」講演活動報告②ＫＹＴ（危険予知トレー

ニング）対応を目指した一般登山者への啓発資料作り③

ＧＰＳで発生するマルチパスの検証実験報告④簡易カ

メラを用いた登山時の集団行動測定⑤「第三者事故調

査法」と「岩登り初心者に制動確保技術を教える問題」

に関するＷＧの活動状況報告などがあった。

　次に、平成 ２８ 年度事業計画については、登山倫理委

員会の発足と登山倫理シンポジウムの開催、ＵＩＡＡ活

動登山委員会関連業務、山岳遭難事故調査、集団行動の

計測実験、一般登山者への啓発授業への取り組み、ＫＹ

Ｔ の適用、ドローンを用いた道迷い遭難者の捜索法検

討、「第三者事故調査法」の開発、「岩登り初心者に制動

確保技術を教える問題」に関するＷＧ活動　などを提案

し、承認された。主な計画について紹介する。

⑴登山倫理委員会の発足
　登山倫理シンポジウム開催により、今後の活動方針

が明確となった。まず、登山倫理を体系化し、我国に見

あった登山倫理規範を作成するため、登山倫理委員会

を立ち上げることにした。既に、ＳＡＲから内諾を得た

構成メンバーは、中島、内藤、西内、川嶋、溝手、黒川、

加藤、古賀、青山の９名とする。さらに、ＵＩＡＡの倫理

ＷＧから顧問数名、国内外部から国立歴史民族博物館

の柴崎氏、他数名とした。なお、中島氏を委員長とし、

他のメンバー役割は後日決定する。活動は、委員が全国

に分散するためメイル会議とする。

　委員会活動が順調に進めば、第２回目の登山倫理シ

ンポジウムを平成２９年に開催する。

⑵�山岳３団体による事故データベースのＵＩＡＡ
フォーマット一部修正

　基本的には、「事故情報閲覧」が軌道にのってきたの

で、検索機能を低下させない範囲で、ＵＩＡＡフォー

マットに適用可能なように項目修正，追加を行う。さら

に、岳連における遭対活動、ならびに、全国遭難対策関

係者や安全登山指導者へ情報提供するシステムの強化

を行っていく。

⑶ＵＩＡＡフォーマットによる国際事故調査
　ＵＩＡＡフォーマットへのデータ変換プログラムの開

発ならびに、ウエブデータ入力システムの開発を行う。

⑷一般登山者への啓発授業への取り組み
　ＫＹＴ の適用
　現在 ８００ 万人と予想される登山者を対象に啓発する

ことは非常に難しい。「登山事故」＝「雪山、崖からの滑

落」と思い浮かべている登山者のイメージを変えるに

は、ベテランの持つ、安全登山のためのノウハウを視

覚的に伝えるのが最も効果的と考え、遭対活動の一環

として、ＫＹＴを使用することにした。この際、集団活

動の計測手法（ウエアブルカメラ、ＧＰＳ，ドローン、

HITOCOCOなど）を総合的に活用することにする。

⑸その他
　大幅に遅れている、「第三者事故調査法」の委員会活

動、「岩登り初心者に制動確保技術を教える問題に関す

るＷＧ活動を活性化させる。

� （文責　青山千彰）

登山倫理シンポジウムを共同で開催

　５月２２日（日）東京の国立オリンピック記念青少年総

合センターで登山倫理シンポジウムが開催された。主

催は、日本山岳サーチアンドレスキュー研究機構で（公

社）日本山岳協会、日本勤労者山岳連盟などが共催。登

山界でほとんど議論されていない登山倫理をテーマに

８人が４つのテーマに分かれ講演した。

　第１部では、登山倫理の基礎と題し、主催者である

研究機構代表の青山千彰教授がＵＩＡＡの登山委員長

やＵＩＡＡの登山倫理についての考え方を紹介された。

少し、アルパインクライミングに偏った内容であるが、

ベースとなる内容であった。

　第２部はアクセスならびに登山道関連と題し、公益財

団法人日本交通公社の中島泰さんが国内における入山

料徴収問題―富士山を例にについて、弁護士の溝手康

史さんが登山道の管理の問題について、公益社団法人

日本山岳協会の西内博さんが山のグレーディングにつ

いて話された。これらは一般登山者が対象の話で、現状

は行政による管理と利用者のモラルの調和がなされる

過程であり、登山倫理の確立が必要なことが良くわかっ
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た。

　第３部は自然保護と題し、国立歴史民俗博物館の芝

崎茂光さんが古くて新しい問題としての屋久島の山岳

利用について、ＮＰＯ法人山のＥＣＨＯの上幸雄さんが

山岳トイレ問題と「登山倫理」について話された。どち

らもオーバーユースが問題であるが、観光と登山という

問題が絡み、入山者の管理、対策の推進など長期的な視

点にたった取り組みをまとめる必要性を痛感した。

　第４部は登山技術と題し、日本勤労者山岳連盟の川

嶋高志さんが岩場での支点残置について、関西岩場環

境整備ネットの西村良信さんが残置支点の改修（リボル

ト）と登山倫理について話された。クライミングの楽し

さを取り戻す不要な残置支点の撤去や、安全性を増す

リボルトであるが、岩場が多様な目的で使われており、

地権者の意向もあるので、独善的に進めず関係者がよく

話し合って進める必要性を感じた。

　登山倫理にはじめて取り組んだシンポジウムである

ため、参加者の共通認識も不十分で積極的討議にまで

はいたらなかった。最近、ニュースで岩場の残置支点が

景観や岩場の破壊として問題化しつつある。シンポジ

ウム終了後もアルパインクライミングと一般登山の登

山倫理の違いや、登山倫理は一般倫理に包含されるか

についての議論がかわされており、今後も継続して実施

し、一般の方にも受容可能な登山倫理の確立がのぞま

れる� （記　遭難対策委員長　西内　博）

ＩＳＭＦ ２０１６年総会参加報告

　６月１８日ポルトガルの南端、大西洋に面したリゾート

地アルブフェイラで山岳スキー競技国際連盟（ＩＳＭＦ）

の総会が開かれた。　

　はじめに議長から、出席１５ケ国委任状提出６ケ国（加

盟３１カ国）で総会成立との報告から総会が始まった。今

回はトルコが加盟し、初めての総会で参加者の歓迎を受

けた。

　会長報告では、オリンピック関係が大きな部分を占

めた。まず、今年８月のＩＯＣ総会でＩＳＭＦが加盟完

全承認となるとの見通しが明らかになった。ＩＯＣ総会

でのプレゼン用の５分ほどのビデオが紹介された。２０１８

年韓国平昌での次期冬季オリンピックでのデモンスト

レーション競技実施に向け会長が韓国に出向き現地組

織委員会と交渉したが、組織委員会側は会場に余裕が

ないことや予算を理由に実施は断られた。今後は、２０２２

年北京冬季大会での実現可能性を探ることになった。

それに向けてまず２０１８ 年頃に中国でワールドカップと

２０２０ 年のスイス・ローザンヌでのユースオリンピック

冬季大会での実施を目指すという。

　国際公認審判については昨シーズン、中国で審判養

成コースが開催されたがそこでの反省から、これまでの

審判に加え大陸別審判制度を設けることとなった。これ

は、これまでの国際審判に必須な英語知識を持たなくて

も審判になれる道を開くためのものであるがこれは、ア

ジア諸国を視野に入れての改正である。ＩＳＭＦではア

ジアでの競技普及に強い関心を示しており、中国登山

協会ＣＭＡに２０１８ 年シーズンに中国ワールドカップの

開催を働きかけている。ロシアもカムチャッカで大会を

継続開催しておりアジア・サーキットに入れてほしいと

訴えた。トルコもワールドカップレースの開催を約束し

た。日本も競技普及を、と声をかけられたが、日山協と

しては次シーズンには連盟公認レースを再び実施した

い、と答えるにとどめた。

　昨シーズンは　天候不良でワールドカップ戦のいず

れもが実施に苦労したとのことである。

世界選手権は　２０１７ 年２月２３日から３月２日までの日

程でイタリア北部のトランスカバロで開催されることが

明らかになった。

　これまで伝統のある長距離レースもＩＳＭＦのワール

カップシリーズ（ＷＣ）に入っていたが、来期以降はＷＣ 

とは独立したレースとすることとなった。ただし、競技

順位につくポイントはＷＣ同様にポイントが付きには来

季から導入する総合ランキング制度に反映される。因み

に来シーズン予定されている長距離レース（ＬＧＣ）は、

ピエラメンタ　３月８日～ １０日． Pierra Menta （８−

１０ March）， アダメロレース４月１日～２日　Adamello 

ski race （１−２ April） メッエラマ４月２２日～ ２３日 

Mezzalama （２２−２３ April） である。

� （記　笹生博夫）

ＩＯＣ加盟の承認
　ブラジルのリオデジャネイロで開催された第１２９
回ＩＯＣ総会において、６月２日、ＩＳＭＦのＩＯＣ加
盟が承認された。
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第 93 回 Mountain World

アンナプルナの勇者　相次いで逝く

池田常道

　１９８４ 年秋、アンナプルナ（８０９１ ｍ）の東稜と南壁で

目覚ましい登攀が行われた。スイスのエアハルト・ロ

レタンとノルベルト・ヨースが東稜から主峰を越えて

北面へと縦走し、スペイン（カタルニア）のニル・ボイ

ガスとエンリク・ルカスが南壁をアルパインスタイル

で登ったのである。３２ 年前にこれらの歴史的登攀に成

功したヨースとボイガスはこの６月と７月、相次いで

この世を去った。

＊

　アンナプルナのバリエーション探索は １９６５ 年春、ガ

ンガプルナ（７４５５ｍ）に登った西ドイツ隊（ギュンター・

ハウザー隊長）に始まる。一行はその足で、６３ 年に千

葉県岳連隊（島澄夫隊長）が初登頂していたグレイ

シャー・ドーム（タルケ・カン、７１９３ ｍ）にも立ち、東

稜の途中にあるロック・ノワール（カンサール・カン、

７４８５ ｍ）の稜線を偵察した。西ドイツでは東稜への挑

戦が翌年に予定されていたからだったが、折あしくネ

パール政府の登山禁止令に引っかかって、遠征の実施

は ６９ 年春まで延期された。ルートヴィヒ・グライスル

隊長の率いる本隊はロック・ノワールに初登頂し、そ

の手前の ７２５０ ｍ地点にＣ６を設けたものの、アンナプ

ルナに通じる稜線に踏み出す余力はなかった。イギリ

ス隊によって南壁が登られる１年前のことだった。

　８１ 年春のスウェーデン隊（トミー・サンドベリ隊長）

は、西ドイツ隊と同じ地点に置いたＣ６からさらに足

を延ばした。ロック・ノワールから３ km 先まで進ん

でアンナプルナⅠ峰に向けて登りが始まる ７４８０ ｍに

達したのである。このときはロック・ノワールの登山

許可を持っていなかったため、ラルス・クロンルンド

とステン・リンドブラッドは頂上の下５ｍのところを

トラバースしてＣ７を作った。

 東稜を完登したのは ８４ 年秋のスイス隊（フランク・

チルキ隊長）だった。１０ 月６日にロック・ノワールを

越え、７５００ ｍ地点に雪洞を掘ってＣ４とした。降雪の

ため １８ 日まで行動を控えた後、エアハルト・ロレタン

とノルベルト・ヨースが ２３ 日に頂上を攻撃。東峰を越

えて中央峰とのコルでビバークし、２４ 日に登頂した。

２人はそのまま北面へと下降し、ビバーク２回を重ね

てＢＣに下りた。彼らの状況がつかめない本隊は １１ 月

２日にＢＣを撤収してカトマンズに戻り、そこで初め

て２人の無事を知ったのだった。ロレタンはこれが６

座目の ８０００ ｍ峰で、その後着実に登り続け、９５ 年のカ

ンチェンジュンガで １４ 座完登を果たした。メスナー、

ククチカに続く３人目の偉業だったが、２０１１ 年にグ

ロースグリュンホルンをガイド中に転落死してしまっ

た。

　一方、ヨースはアンナプルナが３座目。９６ 年までに

１０ 座に登ったが、本業のガイドに専心していたこと

もあって ２００６ 年にようやく １３ 座目のカンチェンジュ

ンガを手に入れた。残るエヴェレストには都合５回に

わたって無酸素で挑んだが、ついに登頂は成らなかっ

た。ロレタンの時代に比べると格段に普及した公募隊

に入って登る機会はいくらもあったろうが、それを潔

しとはしなかった。ヨースが亡くなったのはこの７月

１０ 日、ロレタン同様ガイド登山中の事故だった。２人

のイタリア人を伴ってピッツ・ベルニナのビアンコグ

ラートを登攀後、東稜を下降中にクライアントの１人

が滑落、全員が引き込まれて １６０ ｍ落ち。クライアン

トは２人とも重傷を負って救出されたが、ヨースのみ

が助からなかった。１９６０ 年生まれの ５５ 歳だった。

＊

　アンナプルナ南壁では、１９７０ 年春のイギリス隊（ク

リス・ボニントン隊長）による初登攀（左バットレス）

を皮切りに、８１ 年春にポーランド隊（リシャルド・シャ

フィルスキ隊長）による右バットレス（ザコパネ・ルー

ト）、同年秋のイエティ同人隊（𠮷野寛隊長）による中

央バットレスが相次いで登られたが、いずれも固定

ロープを駆使した戦法で行われていた。

この南壁をアルパインスタイルで登ろうと考えたのは

８２ 年のアレックス・マッキンタイア（イギリス）だっ

た。２年前にダウラギリ東壁を登り、前年はマカルー

西壁を試みていた彼は、ルネ・ギリニとザコパネ・ルー

トの右手に断続するランペを ７１５０ ｍまで登った。しか

し、純粋主義者マッキンタイアの極端に切り詰めた装

備では途中のロックバンドを突破できず、引き返す途

中で落石に打たれて亡くなった。

　その遺志を継いだのがカタルニアのニル・ボイガ

スとエンリク・ルカスだった。８４ 年秋、マッキンタイ

アの挑戦を参考に、より多めの登攀具を携えた２人は

ロックバンドを突破し、６日間で中央峰頂上に達した。

問題のロックバンドは、落石を避けるため夜間登攀で

突破している。ボイガスはのち極地探検に転じたが、

去る６月に ５８ 歳の生涯を閉じたと聞く。
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

北海道の知られざる山／北海道山岳連盟

新
連
載

　ご存じのように北海道は広く、山の数も数えきれま

せん。この特集の内容である「子供に登ってもらいた

い山、「遺産として残したい山も数限りなくあり、２つ

や３つに絞ることはできません。

　そこで、昨年北海道山岳連盟が ９０ 余りの加盟団体に

呼び掛けて実施したプレ山の日事業をご紹介します。

　内容は加盟各山岳会が「ふるさとの山」をそれぞれ

選び、一般登山者にも呼び掛けて、雪の降る前の １０ 月

４日前後の適当な日を選んで登山を実施するというも

のでした。結果として ２８ の加盟山岳会が賛同し、会員

以外の一般登山者 ３５５ 名を含め ６６８ 名が「ふるさとの

山」登山に参加しました。

　登った山は全国的に名の知られた十勝岳、雄阿寒岳、

ニセコ連峰、樽前山などもありましたが、函館郊外の

山、登別温泉熊牧場裏の四方嶺、支笏湖畔のイチャン

コッペ山、然別湖畔の白雲山・天望山、日本一寒い陸

別町の奥の北稜岳など、ほとんど知られていない山が

多数ありました。標高も ４００ ｍから２，０００ ｍまで、高

い山低い山様々でした。その中から比較的交通の便も

よく親しみ易い山をご紹介します。

　道高体連登山部顧問ＯＢでつくるえぞ山逍会の登っ

た昆布岳は、標高１，０４５ ｍで羊蹄山の南西にある山で

す。ニセコ・羊蹄・洞爺を巡る国道のどこからも眺め

られるイルカの背ビレの形をした独立峰です。この山

は特にえぞ富士羊蹄山とニセコ連峰を真正面に眺める

最高の展望台といえます。

　釧路山遊会の登った剣山は、帯広の南、日高山脈の

北端にある１，２０５ ｍの山で、北海道には数少ない宗教

色の濃い山です。登山口の剣山神社（四国剣神社の分

霊）から３時間余りで登れる山頂部は険しい岩場で、

鉄製の剣が天を突くスリル満点の山です。眼下に広大

な十勝平野が広がり、その向こうには北海道の背骨を

なす山々が眺められます。

　市民を募って恵庭山岳会が登ったイチャンコッペ山

（アイヌ語；意味不明）は、支笏湖の西の畔に立つ ８２９

ｍの山です。支笏湖を取り巻く樽前山や岳、恵庭岳の

火山群が群青色の湖面に映えて、神秘的な景色に感動

します。

　同じく市民 １００ 名と室蘭山岳連盟が登った室蘭岳

は、別名鷲別岳といい、噴火湾の東を画する ９１１ ｍの

山です。絵鞆半島に抱かれた室蘭を眼下に、海を隔て

て名峰駒ケ岳を望める美しい景色の山です。２時間足

らずで登れる山として、冬には毎年数百人が参加する

室蘭岳スキー登山会が開かれています。この山には室

蘭岳連とは別に、苫小牧の王子製紙山岳部も登りまし

た。

　その他珍しい山としては、函館の二股岳 ８２６ ｍには

函館マウンテン倶楽部、中山峠の傍の草山 ９１８ ｍには

小樽野外サークル、狩勝峠南のオダッシュ山１，０９８ ｍ

には新得山岳会、滝川市の西南西にある神居尻山 ９４７

ｍには岩見沢こぶし山岳会などが登りました。

昆布岳から新雪の羊蹄山を望む

剣山近景と頂上の岩場

「山の日」記念切手
https://�www.post.japanpost.jp/kitte_hagaki/stamp/

tokusyu/2016/h280810_t.html
「山の日」貨幣セット

http://�www.mint.go.jp/buy/coinset-online-sale/
hanbai_h28_yamanohi.html

「山の日の歌」
http://columbia.jp/artist-info/katotokiko/
http://columbia.jp/artist-info/hashiri/
http://�crowntokuma-shop.com/prducts/detail/

CTM000095K

祝日「山の日」記念グッズ販売
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「走在台湾屋背上―２０１６国際登山交流」に招待されて
中華民国山岳協会創立９０周年記念

　１９２６年創立の台湾山岳会（中華民国山岳協会の前身）

は９０ 周年の今年２０１６ 年４月１０ ～ １９日に国際登山交流

を企画。友好関係の日本山岳協会も招待を受け、ホーム

ページで参加者を募り、審査の上で７名の日本人登山者

を派遣した。

　登山は中央山脈北三段と南二段の２コースで、南一

段は３０００ｍ級の山３座を６日間で、南二段は３６４２ｍの

大水窟山を最高に３０００ｍ級９座を８日間で縦走するも

の。香港、モンゴル、韓国の１２名は北三段の半分、日本

人７人と香港４人、シンガポール１人の１２名はより困難

な南二段全部である。１０日は台北で説明会と歓迎会。翌

１１日、ガイド２人とポーター兼コック３人を帯同、台北

から特急列車で玉里まで行き、迎えの車で台湾南部横

断公路途上の標高２３３０ｍの向陽山登山口に行き縦走開

始。以下、日本人参加者７人全員の感想を交え日を追っ

て概況を紹介する。

　４月１１日、登山口の国家公園管理窓口にパスポート

を提示し入山届。寝袋や８日分の昼食などでザックはそ

れぞれ１５ｋｇ以上の重さ。おいしい米飯昼食弁当を食

べ、元気一杯に中央山脈南二段北上の縦走開始。　

　「雨天、高差 ６５０ｍ、よく整備された道を約２，５時間

で２９８０ｍの向陽小屋着。石楠花が咲いており、写真にし

たら普通の人にはネパールと区別が出来ないと思われ

るくらい懐かしい風景だった。」（岩崎洋・記）

　４月１２日、小屋での朝夕の食事はポーター兼コック

の高地民族の若者３人で作ってくれる。

　「朝メシはオカユなのでウメボシが欲しい。６時出発、

向陽山（３６０２ｍ）は時間がかかるのでパス。１０時、嘉明

湖避難小屋で早い昼食。森林限界を過ぎ、向陽山北峰

（３４３５ｍ）を越えると矮小な笹原の快適な尾根歩き、時々

晴れるが玉山などの山々は何一つ見えない。１４時３０分、

三叉山（３４９６ｍ）着。少し寄り道して〝天使の涙〟台湾一

きれいといわれる嘉明湖を見下ろす。あとはひたすら下

り、最後のところでポーターがこけて、捻挫か靭帯をの

ばしたようだ。拉庫音渓低小屋が見え安心したが、まだ

渓の渡渉が残っていて小屋１７時着、長い一日だった。」

（川原庸照・記）　　　　　　

　２６８８ｍの拉庫音渓小屋はひどい雨漏り状態で、敷い

てあるマットレスが水浸し。何とか拭いて寝るスペース

確保。

　「４月１３日、夜半、激しい雨が小屋の屋根を叩き、雨

漏りで土間に水が溜まりサンダルが浮く。５時起床。あ

まりの大雨にガイドの発言は前進、停滞など二転三転、

わけがわからない。結局、縦走中止、今日中に嘉明湖小

屋まで戻ることになる。７時出発、身体が吹き飛びそう

な強風と雨アラレの中を昨日ウンザリするほど降りた

登山道を登り返す。道は水が流れてゴルジュ状態。１２時

４０ 分嘉明湖小屋着。屋根を叩く雨音は会話をはばむほ

ど激しく、断続的に豪雨が一日中続いた。」（楠田寧・記）

雨具を通すほどのアラレ混じりの強風雨、何人かは濡れ

て低体温症寸前の危険な状態だった。

　「４月１４日、嘉明湖避難小屋から向陽山登山口まで

戻った。今日も雨模様だが幸いにも昨日までの風がなく

ホッとして出発。一人転倒、岩で頭部負傷。命に別状な

くゆっくりながら行動出来、ホッとした。負傷者の荷物

を軽々背負う川原さんが頼もしい。荒天で８日間縦走の

夢も叶わず、玉山も見えずで個人的には残念。登山道は

土留めなどがほどこされ整備が行き届いている。樹林帯

でラリグラスの群生を見てうれしかった。下山後は玉温

泉ホテルに泊り、４日間の汗を流した。」� （神田祐子）
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　「４月１５日、台北に１２時過ぎ到着。南一段、南二段と

もに悪天で縦走中止、土日の台北で突然の大人数のホ

テル探がしを強いられ台湾の方々はてんてこ舞いだっ

たとか。今晩の宿は２段ベットの２人部屋、とても狭い

けど清潔。湿っぽいリュックの整理をしてから街歩き、

足裏マッサージ店で疲れた足をほぐす。夕食は地下鉄

に乗り中華レストランへ案内された。」（中野厚子・記）

　４月１６日、南二段組は台北近郊の陽明山国家公園に

案内される。

　「清天宮登山口スタート、ヌルヌルした石の階段が頂

上まで続く。面天山（９７７ｍ）に着くと、台湾ガイドの方々

から暖かいコーヒーのもてなし、感謝感謝。終始雨とガ

スの中で今日も何も見えなかった。」（高畠加代子・記）

４月１７日、陽明山国家公園東側の台北最高峰七星山

（１１２０ｍ）登山。

　「今日も相変わらずのガスと雨、登りも下りも全て石

段の登山道、七星山山頂の眺望はゼロ。これで７日間連

続の雨。何なんだ！きっと登山隊の中に強烈な雨男、雨

女がいるに違いない。」（西嶋錬太郎・記）

　４月１８日、雨天、日中、自由行動。夜、盛大な送別会。

登山を振り返って

　せっかく中華民国山岳協会の方々が多額を費やし周

到に準備された中央山脈縦走登山は台湾でもまれと言

う長く続く荒天のため残念な成り行きになってしまっ

た。ガイドたちは前進を強く主張していたが、３日目の

暴風雨予報でぎりぎりになって撤退判断に変わった。も

し突っ込んでいたら、その後の６日間は３０００ｍ以上の

稜線のアラレ混じりの暴風雨を毎日１０時間歩くことで

低体温症の危険、疲労による事故や日程の遅れもあり得

た。途中のエスケープルートが全く無い超ロングルート

で小屋から小屋の距離は長く、その小屋も全て無人。無

線連絡可能ならヘリでのピックアップも有りだが悪天

では無理。今回、怪我したポーターはヘリがいつ飛ぶか

分からず、無理して自力下山した。８日間、毎日１０時間

の登山行動計画で予備日が１日も無い。何かあって遅れ

たら帰国便に乗れないこともあり得る。そんなわけで、

ガイドの方々の苦渋の撤退決断は正しかったと思う。ガ

イドは中国語しかできず、日本人との意思疎通は香港系

中国人の英語が媒介になった。下山後、車で南二段コー

ス終点の東埔温泉から八通関古道に行こうとしたが道

路が豪雨による土砂崩れで不通。台北に戻り、協会の

方々の案内で陽明山国家公園の面天山、七星山登山を

２日間楽しんだ。南二段を完走出来なかったことは残念

だったが、全員無事そして困難な登山を共にし、互いに

助けあったことで各国岳人や台湾岳人相互の交流がよ

り深まったことを幸としたい。中華民国山岳協会のみな

さんの心からのおもてなしに深く感謝します。　　　　

＊

　南二段参加者の平均年齢５６歳、７３歳のわたしが最高

齢。参加を決めてから３ヶ月間、雨の日も風の日も一日

も休まずトレーニングに励んだがやはり及ばずみなさ

んの足手まといとなりいろいろ迷惑をかけてしまった。

お詫びします。

� （文責　西嶋錬太郎・石川県）
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平成２８年度前期海外登山奨励金選考結果

　（公社）日本山岳協会では、海外登山の振興と技術の

普及、向上を目的として、海外登山奨励金制度を制定し、

斬新、独創的で、多大な成果の期待できる登山計画に対

し、奨励金を交付しています。

　今期（平成 ２８ 年９月～平成 ２９ 年２月出発予定の隊）

は６隊の応募があり、厳正な審査の結果、以下の４隊に

奨励金を交付することを決定いたしました。

　パタゴニアの２隊については、技術的な困難度が高

く、登攀スタイルにも思想があり、また未開性もある。

ルンポ・カンリとカン・ナチュゴは、目標のピーク自体

にも記録が少なく、そこを未踏の壁からアルパインスタ

イルで登る登攀スタイルも理想的である。４隊ともに評

価でき、またどれも甲乙つけがたいため、それぞれに同

等の２０万円の交付とします。

２０１７パタゴニア ビックウォールフリー遠征隊

期　間：２０１７年１月６日～２月２８日

隊　員：長門敬明、佐藤裕介

内　容：南米パタゴニア

において、フリークライミ

ングにこだわった新ルー

ト開拓、また既成エイド

ルートのフリー化を目指

す。フィッツロイ東壁ロ

イヤルフラッシュのオールフリー化、ピエールジオルジ

オ北西壁に新ルート開拓など。

交付額：２０万円

Giri Giri Boys Patagonia Expedition 2017

期　間：２０１７年１月４日～２月２８日

隊　員：横山勝丘、増本亮

内　 容： パ タ ゴ ニ ア・

フィッツロイ山群にて、幾

つものピークを繋げて登

るトラバース（縦走）を目

指す。フィッツトラバース

（南から北へ、未踏）やポ

ローニトラバース（未踏）など。登攀距離も長く、技術的

困難度も高い。

交付額：２０万円

日本ルンポ・カンリ登山隊２０１６

期　間：２０１６年９月７日～ １０月１０日

隊　員：平出和也、中島健郎

内　容：まだ数隊の入山

記録しかない中国・ルン

ポ・カンリ（７，０９５ｍ）を、

未踏の北壁から登り、北

東稜を下降する。頂上へ

とダイレクトに抜けるル

ンゼをルートにとり、アルパインスタイルで登る。

交付額：２０万円

Kang Nachugo Expedition 2016

期　間：２０１６年９月下旬～ １１月初旬

隊　員：鳴海玄希、山本大貴

内　容：ネパール・ロー

ルワリン地方のカン・ナ

チュゴ（６，７３５ｍ）主峰は、

２００８ 年の西稜からの初登

以来、登られていないと

思われる。高度差１５００ ｍ

に及ぶ未踏の東壁からアルパインスタイルで登る。

交付額：２０万円

大阪府山岳連盟
創立７０周年・一般社団法人設立記念式典

　創立 ７０ 周年を迎え、同時に懸案であった法人への移

行が年次総会で決議され、その直後に一般社団法人大

阪府山岳連盟総会において設立の日の目をみましたこ

とをご報告します。

　式典は７０ 周年と法人設立を併せ、去る５月２８日にヒ

ルトン大阪にて関係者約１２０人のご臨席を賜り挙行しま

した。式典では中村久住会長より出席者へのお礼と発

足当時の諸先輩の貢献が多大であったこと、これを継承

し弛まぬ努力を重ねられた方々への感謝が語られ、法人

としてより開かれた組織を目指すことを表明しました。

　ご来賓の挨拶は、千早赤坂村松本昌親村長から「ピン

コロ推奨のお話」を頂戴し、大阪府環境農林水産部田中

猛参事、大阪体育協会本田事務局長、近畿地区山岳連盟

國松嘉仲会長からそれぞれご祝辞を賜りました。

　表彰は７０年在籍４団体、貢献１１団体及び個人９名に

感謝状と金一封を贈呈致しました。

ピエールジオルジオ北西壁

フィッツロイ、この稜線の縦走

ルンポ・カンリ北壁、中央のルンゼを登る

カン・ナチュゴ東面
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平成２8年度（２８年７月）
常務理事会報告

日　時　 平成 ２８ 年７月１４日㈭
　　　　　１８時～ ２１時 ２０ 分
場　所　 岸記念体育会館・４階特別室
出席者　八木原会長、尾形・國松・髙橋・

亀山各副会長、小野寺、西内、森下、
　京オ、水島、瀧本、仙石、中瀬各常務理

事、中畠監事（１４ 名中１４ 名出席）

１．議　事
⑴平成 ２７ 年度６月常務理事会議事録の

承認について（事前送付済）
　事前送付しており、異議なく承認。
⑵第 ３７ 回登山医学学術集会共催依頼と

税額控除代行依頼について
　申請書の一部訂正で承認。
⑶平成 ２８ 年度専門委員会常任委員の承

認について
　一部追加訂正で承認。
⑷平成 ２７ 年度日本山岳協会監査所見に

対する今後の対応について
　指摘事項を修正して提出することで承

認。
⑸平成 ２８ 年度「少年少女登山教室」交付

申請の承認について
６月までの申請１３ 件が承認。
⑹平成 ２８ 年度山岳共済会「安全登山推進

事業」交付申請の承認について
　６月までの申請１７ 件が承認。
⑺アジア選手権の派遣選手及び予算承認

ついて
　�選手１６ 名とスタッフ４名の派遣が承認

された。予算については滞在費用等が
明確になった後で、補正することで承
認。

⑻世界選手権代表選手の承認について
　�ボルダリング選手 １０ 名、パラクライミ

ング選手４名の派遣が承認された。
⑼ルートセッター、審判員規程改定につ

いて
　理事会に諮ることで承認された。
⑽ ２８ 年度山岳レスキュー講習会（東部地

区）について
　開催要項の説明があり、ＨＰのアップ

と全国配信が承認された。
⑾提案書・ＩＣＳに基づく雪崩捜索救助

訓練コースについて
　ＪＡＮからの提案で、山岳団体で捜索

の仕方を考えようとのこと。指導者の

ついて
　②平成 ２８ 年度前期 海外登山奨励金の

応募状況について
　イ協議事項
　①総会および第 ５５回海登研の報告
　参加者 ６２ 名（講師６、スタッフ １２、京

都スタッフ８、有料参加者 ３６）
　②国内外に向けてのＨＰ案について
　これまでの議論を整理し、次回に澤田

がまとめて再提案する。
　③第３回海外登山懇談会について　　
（１１/１７ ㈭　１８：００ ～オリセン）

⑵競技部運営委員会議　　　
　６月１６日㈭　出席１５ 名
　ア公認、認定等競技会の公募規程検討
　イ秋田県岳連からの国体参加への質問
　・視覚障害者（３級）へのワイヤレス

補聴器使用の可否について
　ウ登録選手規程（案）について
　エ第 ７１回国体山岳競技実施要領（案）

について
　オ「２０１７ パラクライミング選手権」開

催について（提案）
　カＪＯＣ Ｊｒ．大会エントリー対応に

ついて
　キ日体協第３期実施競技選定に係る競

技団体書面調査報告について
　ク第 ７２ 回国体抽選会希望日、第 ７４ 回

国体会期について
⑶自然保護委員会　　
　６月１９日㈰　出席１４ 名　欠席１名
　ア山岳団体自然環境連絡会　５月２９日
（於：労山）報告

　イ第 ４０回自然保護委員総会について
　ウ情報交換・連絡事項
　①自然に親しむ運動への協力（環境省）
　②ＮＰＯ法人山のＥＣＨＯの解散
　③三つ峠清掃登山（９/２５）西桂町から

の参加要請
⑷指導委員会    
　６月 ６日㈪　出席１４ 名 欠席４名
　アＳＣコーチ養成講習会について
　６/２４，２５，２６ 机上講習（都岳連）
　７/１６，１７，１８ 実技講習
　イ指導委員総会について
　６/１１㈯～ １２ ㈰　東京海員会館
　・研修会テーマ：山のグレーディング

について（村越真）
　ウスポーツ指導者表彰候補者：小山（宮

城）、古屋（山梨）、山根（山口）
　エＳＣ主任検定員と上級指導員養成に

ついて
　オＳＣ指導員養成講習会・中国ブロッ

ク合同開催について
　カ夏山リーダー検討会について

講習会にカナダから講師が来日。日山
協も参加して費用は遭対委員会の予算
で賄う、ことで承認。

⑿ココヘリの推薦依頼について
　日山協も推薦することで、承認。
⒀平成 ２８ 年度雪崩災害防止功労者の推

薦について
　北海道関係者に確認することで承認。
⒁パラクライミング世界選手権小林幸一

郎氏同行取材撮影の件について
　提案通り承認。
⒂会長諮問委員会の答申対応について
　常務理事１２名のアンケート集約結果と

それをまとめた対応策（案）について
説明があり、それについて討議された。
８月常務理事会で纏めることで承認。

２．報告事項
⑴平成 ２８ 年度６月度会計月次報告につ

いて
⑵ＪＯＣジュニアオリンピックカップ参

加申込についての経過報告
⑶１０ 月常務理事会の変更について
　１０/５に変更することで了承。
⑷ＪＯＣ国際総合競技大会、公式服装、

ＦＩＳＵについての報告
⑸ＢＷＣ加須大会の報告及びアジアユー

ス選手権（テヘラン）派遣についての
報告。

⑹東京五輪関係の記者発表会及び「山の
日の歌」発表の報告があった。

　 
３．指導員・審判員　検定結果報告
　上級山岳指導員：桜井武彦、中野邦彦、

阿部和夫（以上３名東京）
　以上３名を承認。

４． 後援報告、協賛等の依頼について
⑴広島岳連辺境文化セミナー後援名義に

ついて（交付済）
⑵富山岳連山の日後援名義について（交

付済）
⑶第１７回ライチョウ会議後援名義につい

て（交付済）
⑷ＨＡＴ−Ｊ 国民の祝日「山の日」施行

初年記念植樹 名義後援依頼（未交付）
　以上４件、異議なく承認された。

5．専門委員会動静：６月 １７ 日～７月 １０ 日
【報　告】　
⑴国際委員会　　
　６月 ２１日㈫　出席者７名、委任７名
　ア報告事項
　① IRAN Youth Summer Camp 2016　

Mt.SABALAN（４，８１１ｍ）８/２３−３０に

　ご祝辞の紹介、ご来賓の方々のスピーチ等々歓談の続く中で会場

に一番の華を添えられたのは㈱モンベル辰野勇代表取締役会長の

横笛によるオリジナル曲の披露でした。会場の参会者全員が幻想的

な雰囲気に包まれ、聴き惚れていました。

　３時間におよぶ式典ではありましたが最後に飛田専務理事より、

一般社団法人は産声を上げたばかり、整備されなければならない課

題は山積しているが、信頼に応えられるよう努めます。と、決意を

述べ式典を閉会しました。



　スポーツクライミング競技が東京2020
オリンピックに正式採用された。本協会
としては大変光栄なことであり、画期的
なことだ。この波を受けて協会の発展が
飛躍できるかどうかは会員の意思力が課
題である。帆船の如くベクトルを合わせ
て推進しましょう。�（広報担当 水島彰治）
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寄贈図 書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
南高尾城山陣馬サンセットトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会

　５/１６ ㈪　１９：００ ～　都岳連会議室
　キトップの確保よりセルフレスキュー

までの工程について
　ク懸垂下降の工程について
　ケハーネスの止め結びについて
⑸ジュニア普及委員会　　
　６月１３日㈪　出席　５名　委任２名
　ア立山ジュニア登山教室 ２０１６ の準備

状況について
⑹財政委員会　　　
　６月１４日㈫　出席５名
　ア予算管理規程（案）の検討
　イ契約審査会規程（案）の検討
⑺指導委員会　　
　７月４日㈪　出席者１４ 名
　ア６月常任委員会議事録確認
　イ６月常務理事会報告

　ウ会長諮問委員会答申ついて
　エ指導・遭対合同会議報告
　オ指導委員総会報告
　カ指導員認定申請について
　上級指導員山岳：桜井武彦、中野邦彦、

阿部和夫（以上、東京）の合格を承認
　キＳＣコーチ養成講習会について
　クＳＣ指導員養成講習会・中国ブロッ

ク合同開催について
　ケ夏山リーダー検討会について
　コ指導・遭対合同研修会について
　サ登攀技術研修会（長崎）について

７．その他の重要事項：６月２１日～７月１３日
【報　告】
⑴日体協競技団体評議員連合会幹事会　

６月２１日㈫　於：岸記念体育会館

　尾形副会長
⑵スポーツ団体の経営強化会合
　６月２１日㈫　於：岸記念体育会館
　小野寺事務局長
⑶スポーツ安全協会評議員会
　６月 ２３ 日㈭　於：霞が関 ３５Ｆ東海大

学校友館　尾形副会長
⑷ＪＯＣ評議員会　６月２３日㈭
　於：味の素ナショナルトレセン
　八木原会長
⑸ＪＯＣスポーツ表彰式　６月２３日㈭
　於：味の素ナショナルトレセン
　八木原会長、尾形副会長
⑹日本体育協会評議員会
　６月２４日㈮　於：品川プリンスホテル

メインタワー ３０階　尾形副会長
⑺福井県山岳連盟創立 ６０ 周年記念講演

会　６月２６日㈰　於：福井ハピリン３
Ｆ多目的ホール　八木原会長

⑻平成 ２８ 年度遭難対策委員総会
　６月２５日㈯～ ２６日㈰　
　於：埼玉県民活動総合センター
　亀山副会長、西内常務理事
⑼財務委員会　６月２９日㈬
　於：岸記念体育会館　内藤、中畠監事、

尾形副会長、小野寺事務局長
⑽リオ五輪結団式・壮行会　７月３日㈰
　於：代々木第２．第１体育館
　八木原会長
⑾日体協競技団体評議員連合会総会　　

７月５日㈫　於：岸記念体育会館　
　尾形副会長
⑿全国山岳遭難対策協議会　７月８日㈮
　於：国立オリンピック記念青少年総合

センター　八木原会長、尾形副会長、
西内登山部長、中川事務局員

⒀マナスル初登頂 ６０ 周年記念行事　　
７月１０日㈰　於：ＪＩＣＡ市ヶ谷

　八木原会長
⒁山岳４団体懇談会　７月１２日㈫
　於：嘉賓　八木原会長、尾形・亀山副

会長、小野寺事務局長
⒂第２回ＪＯＣ−ＮＦ強化関係連絡会議
　７月１３日㈬
　於： 岸記念体育会館１０１ ～ １０３ 号室
　小野寺事務局長、中川事務局員
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ナカニシヤ出版 「大阪の山歩き100 街中から気軽に楽しむ山歩きガイド」 清水 満 著
(株)山と溪谷社 「沢登り銘渓62選 東北・上信越・日本アルプス」 豊野 則夫 著
(株)山と溪谷社 「登山白書2016」
(株)山と溪谷社 「穂高の月」 井上 靖 著

雑
誌

mountainkorea.com 「Man&mountain」 2016 JULY No.321
（株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」№ 830 2016August
（株）山と溪谷社 「山と渓谷」 2016.8 № 976

会
　
報

福岡山の会 「せふり」 平成28年7月 No.375
日本ヒマラヤ協会 「HIMALAYA」 2016 SUMMER No.477
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」平成28年6月21日第418号

（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ アルク」 2016年8.9月 569号
日本トレーニング指導者協会 「JATI EXPRESS」 2016.June Vol.53
大阪府立体育館 「季刊 府立体育館」 No.117
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第589号
中華民国山岳協會 「中華山岳」 《雙月刊》 253
FEEC 「VERTEX」 266

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」2016.7 No.459
Korean Alpine Federation 「KOREAN MOUNTAINEERING ANNUAL」2016

（独）日本スポーツ振興センター 「国立スポーツ科学センター年報2015」
（公財）全日本ボウリング協会 「JBCnews」第536号
大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」 №209・別冊

（公財）尾瀬保護財団 「はるかな尾瀬」 2016.6 vol.30
（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーん・もあ」第74号（夏号）
中華民国健康登山会 「中華登山」 2016.7 No.177 

（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 vol.26
La rivista del Club alpino italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ360」 2016.7

（公財）日本体育協会 「フェアプレイニュース／スポーツニュース」7月8日号
明治大学山岳部炉辺会 「炉辺通信」 No.181
白河山岳会 「一里瀧」 40号

（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.321
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」№498
Korean Alpine Federation 「大山聯」 Vol.211  2016 July
(株)読売ライフ 「読売Life」 第520号 2016.8
中国登山協会 「山野 CHINA OUTDOOR」 2016 07 総215期
(株)ENO 「りぶる」No.413 8月号

（公社）日本山岳会 「山」 No.854
（公財）全国高等学校体育連盟 「全国高体連ジャーナル」Vol.31
HAT-J 「HAT-J NEWS」 No.102
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」7月号第434号
東京野歩路会 「山嶺」 №1037
東京都山岳連盟 「とがくれん通信」2016年1.2合併号
日本山岳遺産基金 「日本山岳遺産基金ニュース」No.11

（公財）京都府体育協会 「京都府体協時報」 第122号
おいらく山岳会 「山行手帖」 № 680  '16.8
日本オリンピックアカデミー 「JOA Times」 第39号

編集後記



熊本地震のお見舞いと義援募金へのご協力について（お願い）

　去る４月 １４ 日の前震から始まった熊本県を中心とした群発地震で、甚大な被害を蒙られた被災者の皆様
に心よりお見舞いを申し上げます。
　私たち全国の山仲間は、皆様の安全を祈念しつつ、この困難な状況を一刻も早く改善する復興活動に出来
る限りの協力をしたいと考えております。
　本協会では、被災地の復興と被災者の救援のための義援金を呼びかけることに致しました。是非、皆様の
ご協力をお願いします。募金は個人、団体を問いません。

公益社団法人 日本山岳協会　会 長 八木原 圀 明

【義援募金送金方法】	 ①銀行振込み　	 みずほ銀行　渋谷支店　
		  　口座番号　普通預金　３３８２５０１
		  　口 座 名　シャ）ニホンサンガクキョウカイ
	 ②郵便振替　　	 　口座記号番号　００１１０ －５－ ５４６６９３
		  　加入者名　　公益社団法人 日本山岳協会
		  　※通信欄に「地震義援募金」と記入して下さい。
	 ③現金書留　　	「（公社）日本山岳協会」宛
		  　〒 １５０ − ８０５０　東京都渋谷区神南１−１−１　
		  　岸記念体育会館内　電話：０３ − ３４８１ − ２３９６
※�お名前、金額などを日本山岳協会の機関誌『登山月報』に掲載しますので、匿名を希望される方は、「匿名

希望」と明記して下さい。
※�５，０００円以上のお振込の方で、ご希望の方には税額控除証明書を発行致します。通信欄に「税額控除希望」

と記入して下さい。



〒170－0013　東京都豊島区東池袋3－7－11－707
TEL:03-5958-3396  FAX:03-5958-3397
E-mail:sangakukyousai@mbd.ocn.ne.jp
月～金　10：00～17：00（祝日除く）

http://sangakukyousai.com

山岳保険は

Webからも申
込めます

（
２
０
１
６
年
よ
り
）

国
民
の
祝
日

８
月
11
日

祝


